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米
国
で
は
環
境
問
題
に
前
向
き
な
バ
イ
デ
ン
政
権

が
誕
生
。
２
０
５
０
年
ま
で
に
経
済
全
体
で
Ｃ
Ｏ
 2

排
出
ゼ
ロ
の
達
成
目
標
を
打
ち
出
し
た
。
パ
リ
協
定

へ
の
再
加
入
も
表
明
、
環
境
に
悪
影
響
を
与
え
る
地

下
岩
体
の
水
圧
破
砕
法
停
止
や
、
国
産
太
陽
光
パ
ネ

ル
・
風
車
の
設
置
、
環
境
車
の
購
入
促
進
、
脱
炭
素

技
術
の
開
発
支
援
な
ど
に
４
年
間
で
２
兆
㌦
の
予
算

を
計
上
し
た
。
こ
う
し
た
姿
勢
は
グ
リ
ー
ン
成
長
戦

略
の
中
核
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
据
え
る
日
本
の
考

え
方
と
共
通
し
て
お
り
、
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野

で
今
後
、
日
米
協
調
が
一
層
進
む
と
見
ら
れ
る
。

　

フ
ラ
ン
ス
や
英
国
で
40
年
ま
で
に
ガ
ソ
リ
ン
・
デ

ィ
ー
ゼ
ル
車
の
新
た
な
販
売
が
禁
止
さ
れ
る
な
ど
各

国
で
車
の
電
動
化
を
推
進
す
る
政
策
を
実
施
。
燃
料

電
池
車
や
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
な
ど
を
含
む
電
動
車

が
、
こ
れ
か
ら
ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
、
規
模
で
導
入
さ

れ
て
い
く
か
、
各
国
の
進
展
状
況
も
見
守
り
た
い
。

　

日
本
で
は
菅
首
相
が
昨
年
10
月
の
所
信
表
明
演
説

で
「
50
年
の
脱
炭
素
社
会
実
現
」
を
明
言
、
環
境
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
の
推
進
で
産
業
・
経
済
の
発
展
に

つ
な
げ
る
グ
リ
ー
ン
成
長
戦
略
を
打
ち
出
し
た
。
鍵

と
な
る
の
が
次
世
代
型
太
陽
電
池
、
カ
ー
ボ
ン
リ
サ

イ
ク
ル
な
ど
の
革
新
的
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
省
エ

ネ
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
で
、
そ
の
推
進
に

向
け
予
算
、
税
制
、
金
融
な
ど
で
支
援
す
る
一
方
、

規
制
緩
和
や
標
準
化
な
ど
に
も
取
り
組
む
方
針
だ
。

　

今
後
成
長
が
期
待
さ
れ
る
分
野
と
し
て
は
、
海
に

囲
ま
れ
た
日
本
の
立
地
を
生
か
し
た
洋
上
風
力
や
、

次
世
代
型
太
陽
光
関
連
産
業
。
Ｃ
Ｏ
 2
を
発
生
し
な

い
発
電
燃
料
と
し
て
ア
ン
モ
ニ
ア
や
水
素
、
原
子
力

産
業
の
育
成
も
必
須
だ
。
電
動
化
を
背
景
に
自
動
車

や
蓄
電
池
、
半
導
体
、
Ｉ
Ｔ
産
業
、
液
化
水
素
な
ど

の
運
搬
に
必
要
な
船
舶
産
業
も
発
展
す
る
だ
ろ
う
。

省
エ
ネ
や
環
境
保
全
に
つ
な
が
る
物
流
、
土
木
、
イ

ン
フ
ラ
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
関
連
な
ど
様
々
な
分
野

で
新
た
な
ビ
ジ
ネ
ス
が
誕
生
す
る
可
能
性
は
高
い
。

　

平
野　

企
業
が
省
エ
ネ
を
図
る
メ
リ
ッ
ト
は
①
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
有
効
活
用
を
図
れ
る
②
地
球
温
暖
化
防

止
対
策
に
な
る
③
法
令
が
順
守
で
き
る
④
コ
ス
ト
削

減
に
な
る
⑤
企
業
評
価
が
高
ま
る
│
│
の
５
つ
。
特

に
収
益
に
及
ぼ
す
メ
リ
ッ
ト
は
大
き
く
、
例
え
ば
年

商
１
億
円
の
企
業
が
光
熱
費
を
10
％
削
減
す
る
と
、

売
り
上
げ
を
１
５
０
０
万
円
増
や
す
の
と
同
じ
効
果

を
生
む
。
省
エ
ネ
は
今
や
不
可
避
の
経
営
課
題
だ
。

　

進
め
方
と
し
て
は
、
ま
ず
エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
の
現

状
を
把
握
し
た
上
で
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
体
制
を
整
備

す
る
。
そ
れ
を
基
に
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
（
計
画
・
改
善
・
検

証
・
見
直
し
）
サ
イ
ク
ル
を
継
続
的
に
実
施
し
な
が

ら
活
動
の
レ
ベ
ル
を
上
げ
て
い
く
。
そ
の
際
、
他
社

の
省
エ
ネ
対
策
を
参
考
に
す
る
こ
と
も
重
要
だ
。

　

省
エ
ネ
技
術
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
「
使
わ
な
い
工

夫
」
「
う
ま
く
使
う
工
夫
」
「
捨
て
ず
に
回
収
す
る

工
夫
」
の
３
つ
に
分
類
さ
れ
る
。
具
体
的
に
は
蒸
気

ド
レ
ン
の
回
収
、
冷
温
水
機
の
冷
水
出
口
温
度
の
変

更
、
蒸
気
バ
ル
ブ
の
保
温
、
高
効
率
照
明
設
備
の
導

入
、
コ
ン
プ
レ
ッ
サ
ー
の
吐
出
圧
力
低
減
と
イ
ン
バ

ー
タ
ー
化
な
ど
が
あ
り
、
こ
れ
ら
を
状
況
に
応
じ
て

組
み
合
わ
せ
な
が
ら
賢
い
省
エ
ネ
を
実
現
し
た
い
。

　

山
根　

ス
タ
ッ
フ
も
ノ
ウ
ハ
ウ
も
な
い
小
規
模
事

業
者
が
上
手
に
省
エ
ネ
を
進
め
る
た
め
に
は
。

　

平
野　

ま
ず
は
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
に
気
軽

に
相
談
し
て
ほ
し
い
。
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

「
Ｓ
ｉ
ｎ
ｄ
ａ
ｎ
│
ｎ
ｅ
ｔ
」
で
は
、
個
別
の
企
業

ご
と
に
節
電
診
断
、
省
エ
ネ
診
断
が
無
料
で
受
け
ら

れ
、
最
適
の
対
策
を
提
案
し
て
も
ら
え
る
。
多
種
多

様
な
業
種
の
診
断
事
例
も
２
７
０
件
以
上
掲
載
さ
れ

て
お
り
、
取
り
組
み
の
参
考
に
な
る
は
ず
だ
。

　
高
橋
　
電
気
設
備
工
事
と
エ
ネ
ル
ギ
ー
管
理
シ
ス

テ
ム
（
Ｅ
Ｍ
Ｓ
）
に
注
力
。
Ｅ
Ｍ
Ｓ
「
エ
コ
ま
め
」

を
自
社
開
発
し
、
案
件
ご
と
に
現
地
調
査
か
ら
設

計
・
製
造
、
設
置
、
導
入
後
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

ま
で
一
貫
し
て
サ
ー
ビ
ス
提
供
す
る
。
Ｂ
Ｃ
Ｐ
対
策

用
発
電
機
で
は
、
昨
年
度
に
は
計
１
３
０
０
㌔
㌾
㌂

相
当
の
発
電
機
の
導
入
を
サ
ポ
ー
ト
。
停
電
し
た
建

物
に
電
気
を
届
け
る
電
気
の
宅
配
便
「
イ
ー
デ
リ
バ

リ
ー
」
も
提
供
し
て
い
る
。

　
山
根
　
エ
コ
ま
め
の
特
徴
は
。

　
高
橋
　
電
気
、
ガ
ス
、
水
道
の
使
用
量
も
可
視
化

し
て
、
ピ
ー
ク
カ
ッ
ト
制
御
、
温
湿
度
制
御
等
、
ム

ダ
を
局
所
的
に
自
動
制
御
す
る
省
エ
ネ
シ
ス
テ
ム
で

ク
ラ
ウ
ド
上
で
の
管
理
も
可
能
だ
。

　
山
根
　
ど
ん
な
業
種
の
顧
客
か
。
一
件
ご
と
の
造

り
込
み
で
コ
ス
ト
は
上
昇
し
な
い
の
か
。

　
高
橋
　
特
に
小
売
業
で
広
く
導
入
さ
れ
て
い
る
。

時
間
帯
ご
と
の
電
気
や
ガ
ス
の
使
用
量
を
監
視
し
、

室
温
を
快
適
に
保
ち
な
が
ら
省
エ
ネ
を
図
る
な
ど
、

案
件
ご
と
に
き
め
細
か
い
自
動
制
御
を
実
施
し
て
い

る
。
現
場
に
合
わ
せ
使
う
も
の
だ
け
を
選
択
し
コ
ス

ト
上
昇
を
抑
え
て
い
る
。

　
山
根
　
イ
ー
デ
リ
バ
リ
ー
と
は
。

　
高
橋
　
停
電
で
止
ま
っ
た
マ
ン
シ
ョ
ン
の
エ
レ
ベ

ー
タ
ー
や
給
水
ポ
ン
プ
を
一
時
的
に
動
か
す
用
途
な

ら
短
時
間
動
か
す
だ
け
で
解
決
で
き
る
。
機
動
力
の

高
い
小
型
ト
ラ
ッ
ク
に
電
源
シ
ス
テ
ム
を
載
せ
、
専

門
資
格
を
持
つ
当
社
従
業
員
が
急
行
す
る
。

　
山
根
　
35
年
の
実
績
と
、
力
の
あ
る
技
術
を
持
っ

た
社
員
の
方
々
が
い
て
こ
そ
の
、
新
し
く
て
き
め
細

か
い
サ
ー
ビ
ス
だ
と
感
じ
た
。

　菅首相が2050年のカーボンニ
ュートラルを表明するなど脱炭
素の動きが加速している。しか
し、脱炭素実現は並大抵のこと
ではない。ライフスタイルや都
市機能を大胆に変える必要があ
り、まさに新しい産業革命だ。
　「CO2削減」「環境」には大き
な市場があり、北海道の企業に
とっても新たなビジネスとして
取り組むメリットは大きい。投
資面でも、ＩＴ系、ネット系ベ
ンチャーに流れていたお金がＥ
ＳＧの領域に流れ込んでくるだ
ろう。その流れをセミナーで一
層身近に感じたのではないか。
　特に今回は環境トレンドをビ
ジネスに落とし込んだ新しい取

り組みが多かった。ブラックア
ウトを契機に高まった電力不安
を解消するサービスとして登場
した電源車。独自の技術を生か
して海洋プラスチック問題に向
き合った中小企業の挑戦。小規
模事業者に寄り添った助言を行
う省エネセンターの取り組み。
今回のセミナーは新しい時代へ
三者三様のアプローチをＰＲす
る格好の場になったと思う。

　
相
馬
　
10
年
ほ
ど
前
、
海
岸
に
流
れ
着
く
発
泡
ス

チ
ロ
ー
ル
製
ブ
イ
の
ご
み
処
理
が
問
題
に
な
っ
て
い

た
こ
と
か
ら
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
を
リ
ユ
ー
ス
で

は
な
く
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
再
利
用
す
る
た
め
の
シ

ス
テ
ム
を
着
想
。
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
ク
リ
ー
ン
に

燃
焼
さ
せ
る
樹
脂
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
ボ
イ
ラ
ー
「
イ
ー

ヴ
ォ
ル
」
を
開
発
し
、
そ
れ
を
中
心
に
燃
料
化
技
術

を
確
立
。
ペ
レ
ッ
ト
化
し
た
り
破
砕
し
た
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
を
燃
料
と
す
る
、
小
型
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
燃
料
化

シ
ス
テ
ム
「
ｅ
│
Ｐ
Ｅ
Ｐ
」
を
開
発
し
た
。
独
自
の

燃
焼
方
式
で
安
全
か
つ
ク
リ
ー
ン
に
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
で
き
、
変
換
効
率
70
％
を
実
現
。
既
存
の
ボ
イ
ラ

ー
と
タ
ン
ク
に
付
属
さ
せ
れ
ば
既
存
燃
料
を
大
幅
に

省
エ
ネ
で
き
る
。
外
部
委
託
処
理
に
比
べ
年
間
３
０

０
㌧
近
く
の
Ｃ
Ｏ
 2
削
減
効
果
も
あ
る
。

　
山
根
　
ど
ん
な
業
種
か
ら
引
き
合
い
が
あ
る
か
。

　
相
馬
　
ス
ー
パ
ー
な
ど
小
売
業
や
食
品
工
場
、
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
メ
ー
カ
ー
、
自
動
車
メ
ー
カ
ー
な
ど
幅

広
い
。
コ
ー
プ
さ
っ
ぽ
ろ
で
は
、
色
付
き
ト
レ
ー
の

リ
サ
イ
ク
ル
に
活
用
さ
れ
て
い
る
。
多
く
で
評
価
さ

れ
て
い
る
ポ
イ
ン
ト
は
、
コ
ン
パ
ク
ト
さ
、
ボ
イ
ラ

ー
規
格
な
の
で
消
防
へ
の
届
け
出
だ
け
で
導
入
で
き

る
点
、
処
理
の
外
部
委
託
費
用
が
削
減
で
き
て
短
償

却
期
間
で
導
入
で
き
る
コ
ス
ト
面
だ
。
漂
着
す
る
年

間
３
０
０
０
袋
に
及
ぶ
フ
ロ
ー
ト
の
処
理
に
困
っ
て

い
た
長
崎
県
対
馬
に
も
最
近
納
入
し
た
。
漂
着
ご
み

の
多
い
離
島
の
悩
み
も
解
決
し
た
い
。

　
山
根
　
コ
ス
ト
に
厳
し
い
企
業
が
経
済
性
と
環
境

面
な
ど
様
々
な
観
点
で
導
入
で
き
る
よ
う
造
り
込
ま

れ
た
シ
ス
テ
ム
が
、
自
治
体
や
地
域
の
環
境
問
題
も

解
決
し
て
い
く
。
良
い
循
環
が
生
ま
れ
て
い
る
。

進
藤 

勇
治
氏

産
業
評
論
家
（
元
通
商
産
業
省
企
画
官
、
前
東

京
大
学
特
任
教
授
）

平
野  

伸
泰
氏

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー

エ
ネ
ル
ギ
ー
使
用
合
理
化
専
門
員 

激
動
す
る
世
界
情
勢
と

環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
業
界
の
展
望

基
調
講
演

分
科
会

山
根 

小
雪
氏

日
経
Ｂ
Ｐ
「
日
経
エ
ネ
ル
ギ
ー
Ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
」
編
集
長

高
橋 

伸
和
氏

北
海
道
電
気
相
互 
代
表
取
締
役

相
馬  

嵩
央
氏

エ
ル
コ
ム

常
務
取
締
役 

環
境
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
部 

部
長

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

持続可能な社会へ イノベーション続々持続可能な社会へ イノベーション続々
環境産業ビジネスセミナー
北海道の未来を創る環境ビジネス

オンライン
開催

　脱炭素化への機運が高まる中、環境・エネルギー産業への期待が膨らんで
いる。特に北海道は太陽光、風力、バイオマスなど新エネルギー開発の先進
地であり、積雪寒冷地に対応した省エネ技術の取り組みにも意欲的だ。こう
した知見を活用し、二酸化炭素（CO₂）削減にも資する環境ビジネスへの新

規参入、事業推進を目的に、北海道では「環境産業ビジネスセミナー」を開
催。同産業を取り巻く情勢を展望する基調講演、北海道で実際に進められて
いる取り組み事例や省エネノウハウなどを紹介する分科会をオンラインで実
施した。（コーディネーターは「日経エネルギーNext 」編集長 山根小雪氏）

多様な技術を賢くアレンジ

我
が
社
で
取
り
組
む
省
エ
ネ
の
進
め
方

column 山根 小雪氏
コーディネーター

A

新
し
い
産
業
革
命 

脱
炭
素
実
現

分科会

廃プラ燃やし省エネ実現

廃
プ
ラ
か
ら
ク
リ
ー
ン
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
創
出
す
る

ｅ-

Ｐ
Ｅ
Ｐ
シ
ス
テ
ム
の
開
発
に
つ
い
て
〜
セ
ル
フ
リ
カ
バ
リ
ー
と
は

C
分科会分科会

EMSと電気の宅配に力

Ｅ
Ｍ
Ｓ
を
活
用
し
た
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム
の
開
発
に
つ
い
て

B
分科会

総 括

新
ビ
ジ
ネ
ス
誕
生

グ
リ
ー
ン
成
長
戦
略

　北海道の未来を創る環境ビジネス「環境産業ビジネスセミナー」は新型コ
ロナウイルス感染対策のため２月10日に事前収録されました。当日の模様は
２月25日より下記URL（日経チャンネル）でオンライン配信されます。

25日から日経チャンネルで無料配信

https://channel.nikkei.co.jp/e/h_ecobiz2021


